
平成１８年３月期  第１四半期財務・業績の概況（連結）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成１７年８月２日

上場会社名　関西電力株式会社 （コード番号：9503　東証・大証・名証第１部）

（ＵＲＬ　http://www.kepco.co.jp　）

問 合 せ 先     代表者役職・氏名　　取締役社長　森　　詳介    ＴＥＬ：（06）6441－8821

責任者役職・氏名　　経 理 部 長     　杉本　　康

１．四半期財務情報の作成等に係る事項

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：無

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：有

（内容）

　電気事業法の改正により、平成１７年度から託送供給等の業務に関する会計整理が適用され、託送

供給に係る原価をより適切に算定するための仕組みが整備されたことに伴い、非償却資産として取り

扱っていた送電線路等に係る地役権について、送電線路等の設備使用期間に応じて取得原価を適正に

配分し、より適切な原価算定を行うため、当四半期より減価償却を実施している。これにより、当四

半期の減価償却費は３，４３４百万円増加し、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益は同額減

少している。

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：有　連結（除外） １社

２．平成１８年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成１７年４月１日～平成１７年６月３０日）

(1) 経営成績（連結）の進捗状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円未満切り捨て）

売　上　高 営 業 利 益     経 常 利 益     四半期(当期)純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18 年 3月期第 1四半期 577,087 △0.7 91,989 △12.2 73,896 △10.8 49,776 2.1

17 年 3月期第 1四半期 581,032 0.3 104,827 18.6 82,877 29.0 48,746 27.8

(参考)17 年 3 月期 2,613,483 386,939 297,801 69,739

１株当たり

四半期(当期)純利益

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益

円 銭 円 銭

18 年 3月期第 1四半期 53 38 ─

17 年 3月期第 1四半期 51 77 50 21

(参考)17 年 3 月期 73 83 72 68

(注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同期増減率を示す。

［経営成績の概況］
　当社グループの主たる事業である電気事業では、気温影響により、期間前半の暖房需要の増と期間後半
の冷房需要の減とが相半ばしたことに加え、企業の生産活動が概ね横ばいであったことなどから、総販売
電力量は、３３５億８千万キロワット時と、前年同期比１００．７％となりました。
　収入面では、本年４月より実施した料金改定の影響等により、電灯電力料収入が１１２億円の減収とな
ったことなどから、売上高は５，７７０億円と、前年同期に比べて３９億円の減収（△０．７％）となり
ました。
　一方、支出面では、原子力利用率の低下による火力燃料費の増加などにより、営業費用は４，８５０億
円と、前年同期に比べて８８億円の増加（＋１．９％）となりました。
　この結果、当四半期の営業利益は９１９億円と前年同期に比べて１２８億円の減益（△１２．２％）、
経常利益は７３８億円と前年同期に比べて８９億円の減益（△１０．８％）となりましたが、当四半期の
出水率が８２．５％と渇水であったことから渇水準備引当金を取崩したことなどにより、四半期純利益は
４９７億円と前年同期に比べて１０億円の増益（＋２．１％）となりました。

(財)財務会計基準機構会員
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（参考）販売電力量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　（百万 kWh、%）

18 年 3月期

第 1四半期

17 年 3月期

第 1四半期
前年同期比

電 灯      10,385 10,035 103.5

電 力      23,194 23,323 99.4

計 33,579 33,358 100.7

 (注)「電力」には、特定規模需要を含む。

(2) 財政状態（連結）の変動状況

総　資　産 株 主 資 本     株主資本比率 １株当たり株主資本

百万円 百万円 ％ 円 銭

18 年 3月期第 1四半期 6,831,100 1,655,937 24.2 1,775 71

17 年 3月期第 1四半期 7,126,214 1,650,094 23.2 1,752 13

(参考)17 年 3 月期 6,857,871 1,646,686 24.0 1,749 65

［財政状態の概況］

　当四半期での設備投資額は、前年同期に比べて４１億円減少（△６．８％）の５６７億円と、減価償却
費（９５５億円）を下回る投資額に抑制することができたことなどから、当四半期末の総資産は、前年度
末に比べて２６７億円減少（△０．４％）の６兆８，３１１億円となりました。
　また、当四半期末の有利子負債残高は、法人税や期末配当金の支払い等の季節的な資金需要に対応する
ためコマーシャル・ペーパーなどを活用した結果、前年度末に比べて４４８億円増加（＋１．３％）の
３兆５，３４６億円となりました。
　当四半期末の株主資本は、期末配当金の支払いや自己株式の買受けを行ったものの、四半期純利益の計
上により、前年度末に比べて９２億円増加（＋０．６％）の１兆６，５５９億円となり、株主資本比率は
２４．２％と、前年度末に比べて０．２％向上いたしました。
　なお、自己株式の買受けは、株主利益の増進と資本効率の向上を図るとともに、市場における当社株式
の需給状況を改善することを目的として、買受株数８３６万株、総額１７３億円にて本年４月に実施して
おります。
　これらの結果、１株当たりの株主資本は前年度末に比べて２６円０６銭増加し、１，７７５円７１銭と
なりました。

３．平成１８年３月期の連結業績予想（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）

　平成１８年３月期の連結業績予想（中間期・通期）について、平成１７年５月に公表いたしました予想
数値（当初予想）からの変更はありません。

平成１８年３月期の連結業績予想

売上高 経常利益 当期純利益

億円 億円 億円

中間期 12,300 1,450 930

通　期 24,500 1,900 1,200

（参考）１株当たり予想当期純利益(通期)　128 円 68 銭

４．その他

　平成１８年３月期第１四半期連結キャッシュ・フロー計算書については、後日追加開示する予定です。

以　　上
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